社会調査実践研究（中里）　データ入力の進め方
（＊社会調査工房オンライン1-3-3から1-3-5もあわせて参照のこと）
以下の作業を、チームで役割分担して行う。

(1) Excelを使ってデータの入力(SPSSでもいいが、エクセルなら家でもできる）。

1 調査票に通し番号をふる（多い場合はナンバリングマシンを使う）。

2 調査票をチェックする。

3 入力のルールを決めておく（入力のルールについてはこのページの最後に別記）

4 変数名を入力したファイルを分担する皆に配布し、各自が分担分を入力する（その際通し番号（ID）を入力する列を作成することを忘れないように）。

5 分割して作成したファイルを誰か１人が統合する。（コピーアンドペースト）

(2)SPSSに移行してデータクリーニング

1 SPSSを立ち上げ、「既存のデータを開く」を選ぶ。

2 Excelファイルが表示されるよう表示ファイル形式を変更し、入力したファイルを開く。（元のエクセルファイルを閉じておかないとエラーメッセージがでます）

3 データのチェック（入力されたデータが正しいかチェック）

【解説】

チェックのポイント

・誤記入：誤った記入はないか、紛らわしい記入はないか、付問には正しく答えているか。該当しない質問に答えてしまっていないか（「問○で〜と答えた方のみお答えください」などの場合）。

・記入漏れ：記入漏れはないか（無回答と非該当を区別）

★入力のルール

〈変数名の決定〉

· 各質問が「変数variable」となる。ただし、複数回答の場合は、各選択肢を一つの変数にする。変数名の例　q1  q2s1, q2s2
〈入力コードの決定〉

・各選択肢が「値value」となる。選択肢が数値であったり、番号が割り振られていれば、そのまま入力すればよい。

· 「無回答」「非該当」などの場合、どの値（数字：「9」「99」など）を入力するか決める。非該当＝前の質問の回答によって答える必要がなくなるために回答していない場合

· 自由回答（記述）の扱いを検討する。

「その他」などの具体的な自由記述で類似の回答が多い場合

　それを新たな選択肢にするかについて、する場合はどの値を入力するか、入力開始前に決めておく。

· 複数回答

　各選択肢を一つの変数にする。

例）

　　習い事の種類は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

　１．水泳　２．器械体操　３．武道系（柔道・空手など）　４．サッカー

q0501 水泳に○がついていれば1、ついていなければ0を入力

q0502　器械体操に○がついていれば1、ついていなければ0を入力

· 複数回答かどうか明記していないもの

　どう回答されているか確認して、入力の仕方を決める。

　

· 家族構成など

○がついているものを1、ついていないものを0にするのは上と同じだが、きょうだいなど人数を聞いた場合は、その人数を入力。

〈SPSSの変数定義についての注意事項〉

■変数ビューの見方

名前：変数名は半角英数字でわかりやすいものを。（例：q1、q2…、age、sex、city…）半角8文字以内

ラベル：変数の内容を簡潔に説明したもの（変数ラベル）。結果出力時などに変数名の代わりに、こちらを表示することができる。

型・幅・少数桁数：数値データか文字データか、幅、小数点などの指定

値：コード化された各値の内容の説明（値ラベル）を入力する。結果出力時などに変数名の代わりに、こちらを表示することができる。

測定：順序変数か名義変数かスケール（量的変数）か。

■欠損値(missing values)の指示

分析から除外する値を指示する。

・「無回答」（例：99）

・「非該当」（例：88）
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